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富川　では早速第1部基調講演に移りたいと思
います。まず講師の先生をご紹介します。高橋
明先生は、1951年11月大阪生まれです。大阪
体育大学、大阪体育大学大学院を出まして、社
会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
に入職され、その後いわゆるパラスポーツ、障が
い者スポーツの現場に定年退職されるまで約
38年間もの長きにわたり携わられてこられまし
た。その間5回の冬季・夏季パラリンピックに
おいて全日本監督・コーチを歴任され、現在は
解説者、また講演を行い、パラスポーツの啓発
活動に力を注がれています。それでは先生、よ
ろしくお願いします。
高橋　私は、授業の前に必ず学生たちに、「テ
キスト・筆記用具以外は、机の上から下ろしな
さい」「スマ トーフォン、携帯電話は必ずポケッ
トかバッグにしまいなさい。電源は切っていた
だくか、マナーモ ドーにしてください。」と言って
から授業を進めます。
　そして、学生たちに「いすに深くしっかり腰掛
けてください。」と言います。
　皆さまに、今日初対面で偉そうなことをいき
なり言って失礼かもしれませんが、「椅子を引い
てしっかりと座っていただけますか。」ご協力あ
りがとうございます。
　今、皆さまに偉そうに、しっかり座れと言い
ましたが、今座っている姿が車いすの方の姿で
す。今全員が車いすの方と同じ立場で私の講習
を聞いてくださっています。座ってしまうといろ
いろな不便さがあるということは理解できると
思います。
　今日、専修大学に車いすの方がおられるか
どうかは聞いていませんが、実際に車いすの学
生がいてここで私の授業を受けていても、聞く
立場であれば全くハンディキャップはありませ
ん。しかし私が講演は終わりだと言えば、皆さ
んがたは歩いて次の教室に移動したり、自宅に
戻ったりします。その前に階段がそびえたら上
がることは難しいです。それがハンディキャッ
プです。いきなり難しい話をしたかもしれません
が、この部屋の中では車いすであろうが、なかろ
うが、私の講演を聞くには不便さはありません。
しかしこの部屋から一歩出て、階段があったら
上がれない、降りられません。それがハンディ
キャップで、そこを工夫したら同じことができる
のではないかということを、障がい者のスポー
ツ＝パラスポーツを通してご理解いただけたら
と思っています。
　私が、彼としゃべろうと思ったら、彼は、今座
っているので車いす姿です。もし私が立ったま
ましゃべったら、彼は私の顔を見上げます。しか
し皆さんが1歳2歳の赤ちゃんとしゃべる時はど
うですか。自然としゃがむでしょう。自分が成長
してきた過程が分かっているから自然としゃが
みます。私はそういうことも大事ではないかと
思います。彼としゃべろうと思ったら、彼が私の
顔を見上げます。当然しゃがめる人間がしゃが
むことによって、彼と同じ目線に立てます。障が
いのある方と接するときには、同じ目線で話が
できるというのは大事なことではないかと私は
思います。例えば車いすの方がわざわざ座って
くれなくていいと言えば当然立っているでしょ
うけれども、しかししゃがむことのできる者が自
然としゃがむことにより同じ立場になれると言
う考え方は、5年後のパラリンピックも含めて、
これからとても大事なのではないかと私は思い
ます。
　交通事故にあって、背骨の中を通っている中
枢神経の脊髄が損傷すると、今の医学では完
全損傷したものは再生不可能です。山中教授の
再生医療が進めば、これから脊髄もつながる可
能性はあるかもしれませんけれども、今の医学
では一生車いす生活を余儀なくされます。車を
運転していてぶつかる、エアバッグが出なくて
ハンドルに思いきり胸をぶつけて脊髄を損傷し
たら、一生下半身まひです。
　ですが車いすに乗ったら、今の映像ではあり
ませんが、バスケットボールもできれば、マラソ
ンも走れます。車いすテニスをすることも可能
です。しかしやはり日常生活にはさまざまな不
便さがつきまといます。当然排便・排尿の問題
があります。感覚機能もやられます。私の友人
で交通事故のために車いすに乗っているお父
さんがいます。寒い冬にこたつに入っていて、奥
さんが車いす姿のお父さんに「お父さん、焦げ
臭い匂いがするからこたつの周りを見て」と言
ったそうです。車いす姿のお父さんはこたつの
周りを見て、「何も焦げてない」と答えました。そ
れでも焦げ臭い匂いがするからこたつの中を見
てほしいと奥さんは言いました。お父さんがこ
たつ布団をめくると、足がこたつにへばりつい
て焦げていたそうです。もちろんレベルにより
ますが、それくらい感覚もなくなってしまうこと
があります。いろいろな難しいことがあります。
当然おしっこもおなかをたたいて出しますから
昔は尿系統の病気になりやすかったのですが、
それがスポーツをすることによって二次的な疾
病の予防にもつながったのです。そのような話
もしていこうと思っています。
　今日はパラリンピアンズ協会の河合純一さ
んも来られています。河合純一さんは全盲です。
私は二つのソウゾウ力ということをよく言いま
す。二つの想像力・創造力です。思い巡らせる
想像力、イマジネーションです。そして創意工
第１部
基調講演
障がい者スポーツの魅力と可能性
－パラリンピックを通して－
講演：高橋 明（シドニーパラリンピック車椅子バスケットボール日本代表監督 /大阪体育大学客員教授）
司会：富川 理充（専修大学商学部准教授）
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夫する創造力、クリエーティブです。二つのソ
ウゾウ力が大事だとよく言います。
　いきなりですが、皆さんに二つのソウゾウ力
を働かせていただきます。目の見えない人同士
が待ち合わせをされることがあるでしょう。どの
ように待ち合わせをすると思いますか。もしあ
ざみ野の駅で目の見えない人同士が待ち合わ
せをするとします。私と河合さんがきょうここへ
ゲストとして迎えられているので、例えば私と
河合さんが待ち合わせをするとしましょう。私
も全盲だと仮定して、同じく全盲の河合さんと
私の2人が「あざみ野の改札口で待ち合わせま
しょう」となったとします。目の不自由な人が電
話できることは分かりますね。私は携帯電話と
スマ トーフォンを両方使っていますが、携帯電
話であれば必ず5番に印があります。左上が1
番で右上が3番だと分かれば、たとえ目が不自
由でも簡単に電話ができます。この頃は音声が
出ます。1を押したら「1」と言います。ですから
簡単に電話ができます。また最近は音声が出る
から、全盲の方でもメール交換をされます。人
に聞かれたくなければイヤホンを差し込んでお
けば自分だけの世界です。ナイショ話をできま
す。そうやって待ち合わせをします。あざみ野
の駅で待ち合わせをしようと決めます。そのと
きどのように具体的に話をして待ち合わせるの
でしょう。1回想像力を働かせてください。
　目の不自由な人は白杖を持っています。視覚
障がい者です。この頃盲人という言葉は使わな
くなりました。視覚障がい者、目の不自由な人と
いう言い方をします。これは私の友人の話です。
中学3年生のときに交通事故にあい、手足は元
に戻ったけれど目が不自由になりました。最初
の頃彼は、どうして私だけ目が不自由になった
のか、なぜ私だけ目が見えなくなったのかと悩
んだ時期もありましが、社会参加するようにな
ると、堂々と白杖を左右に振りながら出掛ける
までになりました。彼は小学校6年から阪神フ
ァンで、甲子園のゲームを全て見て帰ってくる
ほどになったのです。年間の予約シ トーを買っ
ていて、そこへ座って野球を見て帰ってきます。
当然目では見えません。想像力の世界です。バ
ットがボールに当たる音、スタンドが盛り上が
る臨場感、そして7回裏に上がる風船の音、勝
ったときに歌う六甲おろしが楽しみに野球を見
に行きます。そういうことも可能です。
　ではもう一度、目の見えない人たちが待ち合
わせをするということを皆さん考えてみてくだ
さい。どうしていると思いますか。今私が話を
振ったからこそ、視覚障がいの方も待ち合わせ
をするだろうと考えられたかもしれませんが、普
段はあまり考えないことです。しかしいろいろ
な不便さを工夫しながら生きているのが我々の
社会です。皆さんもいろいろな工夫をするでし
ょう。
　私は小学校の子どもたちによく講演会をし
ます。「みんなお父さん、お母さんに、タンスの
上のものや、高い棚の上のものを取ってと頼ん
だことがあるでしょう」と聞くと、「ある、ある」
と子どもたちは言います。「お父さん、お母さん
がいないときにはどうやって取るの」と聞いた
ら、いすを置いたり、脚立を置いたりすると答え
ます。その工夫が大事なのです。そして可能に
なるのです。
　では、今言ったように、目の不自由な人が待
ち合わせをするにはどうやってするのだろうか
を考えてみてください。これは私が視覚障がい
者に聞いたので間違いないと思います。まず電
話をします。「河合さん、悪いけれどあざみ野の
駅に着いて改札を出たら左に10歩くらい行っ
た所で白杖を時々鳴らして待って居てくれる」
とか「小さな鈴をチリンチリンと迷惑にならない
程度に鳴らしていてください」と伝えておきま
す。後から高橋が行ったら、改札を出たて左に
10歩くらい行った所で河合さんが鈴を鳴らして
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くれていると知っているので、チリンチリンと聞
こえたら「河合さん」と声を掛けたら会えるわけ
です。そのような会い方をする方が多いです。
それぞれいろいろな工夫をしながら、目の不自
由な人同士も待ち合わせをされています。
　今言ったように、皆さんはあまり普段はそう
いうことを考えないですよね。でも、いろいろな
人が住んでいるおられる中で、様々な工夫で生
きておられるのです。これも私の友人の話です。
耳の不自由な人同士が結婚されました。手話で
は、小指と親指を付けて結婚を表します。友人
夫婦は耳が不自由ですから、生まれてくる子ど
もだけは聞こえる子どもであってほしいと思う
のが親心です。その耳の不自由なご夫婦に待
望の赤ちゃんが生まれました。しかも耳の聞こ
える子どもでした。私たち耳の不自由な夫婦に
聞こえる子どもが生まれたと、ご両親は非常に
感動されました。しかしよく考えたら、わが子の
声が聞こえないのです。「オギャー、オギャー、
オギャー」と泣いている我が子の声が聞こえな
いのです。ご両親はどう工夫されたと思います
か。音に反応する電気を取り付けられたのです。
「オギャー、オギャー、オギャー」という音に、チ
カチカチカチカと電気が反応して点くと、わが
子が泣いているのが分かります。「台所仕事が
忙しかったからミルクを飲ませる時間が遅れた
わ、ごめんなさい」ということや、「掃除をしてい
てオムツを替える時間が遅れたわ」などと言い
つつ、かいがいしく子どもの世話ができるわけ
です。一生懸命に工夫しながら子育てをしてい
ます。本当にいろいろな工夫をしながらです。
　そういうことをパラリンピックを通して皆さ
ん方にも理解していただけたらと思うのです。
今もパラリンピックの映像が映りました。これ
は3年前のロンドンですが、映像を見ていただ
こうと思います。
(映像)パラリンピック映像（ＮＨＫ総合テレビ、
ロンドンパラリンピック特集６分間）
　パラリンピックの世界、いかがですか。
　全く目の見えない人が100メ トールをどれく
らいで走ると思いますか。昔は音競争といって、
ゴール付近で手や鐘で音を出して、その音を頼
りに走るという競争もありました。今は目の見え
る方と50センチ以内のひもを持って走ります。
引っ張っては駄目で、競技者から半歩下がった
状態で一緒に走ります。世界記録は11秒36で
す。皆さんに見せようと思って、きょう義足を
持ってきたのですが、実は新幹線に忘れてしま
いました。1本100万円前後するのですけれど
も、それを忘れてきてしまいました。すぐに電話
をして、あることを確認して安心してここに来ま
した。皆さんに見てもらおうと思ったのですが、
残念ながら見せることができません。両足の膝
から下がない選手がどれくらいで走ると思いま
すか。君たちはオリンピックの100メ トール世
界記録を知っていますか。9秒台だというのは
分かりますね。今は9秒58です。ボルトという
選手が持っている9秒58が世界記録です。両
足がない人はどれくらいだと思いますか。10秒
57です。0.99しか変わらない、1秒も変わらな
いのです。
　先ほどの映像で走り高跳びを跳んでいまし
たね。走り高跳びは両足がない選手は種目に
ありません。片足が大腿部からない選手、大腿
切断と言います。片足が膝から下がない選手を
片下腿切断と言います。片下腿切断の場合は、
義足を付けて助走をつけてバーを跳びます。今
世界記録は2メー トル14です。同じ障がいの日
本の鈴木徹選手は今2メ トール01で日本記録
を持っています。片下腿切断の2メ トールジャ
ンパーが日本にもいるのです。大腿部からない
人はケンケンで跳びます。ある片大腿切断の選
手いわく、「みんな知っているでしょう。走り高
跳びは両足で踏み切ったら駄目でしょう」と言
うのです。走り高跳びは両足で踏み切ったら駄
目です。片足で踏み切らないと公認されないん
です。「私は生まれながらの片足だから何もルー
ル違反はしていない」と言って一般の試合に出
て、そして1メー トル92を跳びました。
　車いすのマラソンは腕の力だけで42.195キ
ロを走ります。あまり記録のことばかり言って
も興味がないかもしれませんが、足で走るマラ
ソンの記録は2時間4分前後です。車いすのマ
ラソンはどれくらいで走ると思いますか。1時間
20分14秒です。足で走るより約40分速いの
です。先ほどの話の続きになりますが、そういう
選手がもしここにいたらどうしますか。車いす
の人だから、「後ろから押しましょうか」と声を
かけるかもしれませんが、腕でこいだほうが速
いのですから、押す必要はありません。しかし、
それほどのたくましい選手でも、20センチの溝
や段差があったら超えられないのです。それが
ハンディキャップです。
　「そういうハンディキャップ、不便さを工夫す
ることで同じことができます。」というのが、障が
い者スポーツの世界です。
　パラリンピックという言葉は、言葉そのもの
が日本では結構知られています。皆さんも知っ
ていますね。パラリンピックというのは「障がい
者のオリンピックです」と簡単に答えられます。
私が小学校で児童に講演しても、パラリンピッ
クを知っていますかと聞くと、約８割から９割の
児童が「障がい者のオリンピックです」と手を挙
げて答えてくれます。ですが、パラリンピックや
障がい者のスポーツを見たことはありますかと
問われたら、あると答えられる人はどれくらいの
パーセンテージになるでしょうか。約5パーセ
ント弱です。それくらいの人しか見ていません。
しかしパラリンピックはなぜ日本で知られてい
るかということです。
　パラリンピックは今から51年前の1964年
に、アジアで初めてのオリンピックとなる東京
オリンピックが開催され、その後に開かれた障
がい者のオリンピックにパラリンピックという
名称が付けられました。日本人が付けたといわ
れていますが、どなたが付けたかというのは不
明です。なぜパラリンピックと言ったかというこ
とですけれども、その当時は出場できるのは車
いすの人だけでした。脊髄損傷等で車いすの人
のことを両下肢まひ、対まひ、英語でパラプレジ
アと言います。そのパラプレジアたちのオリン
ピックで、パラリンピックとなったのです。誰が
付けたのか、定かではありませんが、新聞記者で
はないかといわれています。
　しかし、その4年後、1968年のメキシコ、1972
年のミュンヘン、1976年のモントリオール、
1980年のモスクワ、そして1984年のロスアン
ゼルス大会の後、開かれた障がい者のオリンピ
ックにパラリンピックという言葉が使われたか
というと、使われませんでした。あくまで東京大
会だけの愛称だったのです。しかし1988年に
アジアで2回目のオリンピックが、お隣の国、韓
国はソウルで開かれました。ソウルオリンピック
の後に開かれた障がい者のオリンピックで、パ
ラリンピックという言葉が24年ぶりに復活しま
した。この名前はソウル大会の前から出ていま
したけれども、正式に使われたのは1988年の
ソウルからです。そして、そのあくる年、1989
年に国際パラリンピック委員会、International 
Paralympic Committee、略称IPCという組織
ができました。日本では51年前から使っていま
すけれども、世界共通でパラリンピックという
言葉が使われたのは27年前、1988年のソウル
大会から使われたわけです。その意味も「もう一
つのオリンピック」パラレルとオリンピックの合
成語として、パラリンピックと言われています。
　アメリカではパラリンピックの知名度は、7
割くらいと聞いています。アメリカではSpecial 
Olympicsという名前が通っています。聞いた
ことはありますか。知的障がい者の世界大会で
す。なぜアメリカでSpecial Olympicsの名前が
通っているかというと、これも古い話で恐縮で
すけれども、50数年前アメリカにケネディ大統
領がいました。彼はダラスで暗殺されましたが、
ケネディ大統領の妹が知的障がい者の姉のた
めに、自分の家の庭を開放して知的障がい者の
人を集めてスポーツキャンプをしたのが1962
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年です。そのスポーツ大会に、1968年にお隣の
国のカナダが参加して国際大会になり、Special 
Olympicsという組織もできて世界大会になり
ました。ですからアメリカではケネディ大統領
の関わりもありSpecial Olympicsは名前が通
っています。
　パラリンピック東京大会が開催される5年
後、2020年の何月何日に開会式が始まるかご
存じですか。今のところの予定では8月25日で
す。私が代表を務めるNPO法人アダプテッド
スポーツ・サポ トーセンターでは、日本記念日協
会に、パラスポーツの日というのを登録申請し
ました。8月25日はパラスポーツの日というこ
とで障がい者のスポーツの普及活動を全国で
しましょうと言う記念日を作りました。これは国
が認めた正式なものではありません。NPOがそ
ういう活動をしているというだけの話です。で
すがやはりそういう記念日を設けたら分かりや
すいでしょう。8月25日は私の誕生日という人
もいるかもしれません。8月25日ということはま
だ夏休み期間中かもしれません。先ほども先生
がたとお話をしていたのですが、私は5年後の
パラリンピックの期間中の夏休みを1週間早め
たらどうかと思っています。日本はあまりスポー
ツを見る習慣がありません。プロ野球やJリー
グは結構お客さんが集まります。しかし太田選
手がやっているフェンシングにお客さんが集ま
るかというと、なかなか集まりません。日本のお
家芸の柔道でもやはり関係者が多いです。家族
でスポーツ観戦に行こうかという習慣がまだ少
ないです。ですから学校を通して観戦に来たら
いかがかと私は思っています。ですから夏休み
を1週間早めて学校単位で見にくるわけです。
　それとテレビ放映をしてほしいと私は思って
います。先ほど言った51年前の東京オリンピッ
クのとき、私は中学1年生でした。オリンピック
をやっていた約3週間、保健体育の授業はテレ
ビ観戦でした。ボブ・ヘイズが陸上競技男子
100ｍで10秒0の世界新記録で走った姿を鮮
明に覚えています。すごくインパクトがありまし
た。このようにパラリンピックを授業の一環とし
て学校で見ることが大切だと思っています。両
手両足のない人が泳がれたり、両足のない人が
走られたり、車椅子に乗ってバスケットボール
する姿を子ども心に私はすごくインパクトがあ
ると思います。こんなこともできる、あんなこと
もできるという人間の可能性が理解されるので
はないかと思います。ですから学校の授業を通
して、パラリンピックを見ることが大切だと思っ
ています。東京都の人は当然会場に足を運ぶこ
とも大事かもしれません。やはり子どもたちを中
心にパラリンピックを通して、障がいを理解し、
教育に繋げて欲しいと思っています。
　ただロンドンのときは反対に1週間休みを増
やしたと聞いています。ですから家族で見に来
られた方が多かったのです。それが日本でもで
きればベストですけれど、なかなか家族で障が
いのある人のスポーツを見に行く習慣が少な
いのではないかと思います。それなら学校単位
で夏休みを1週間早めて、テレビ観戦したり、現
地に見に行ったり応援することが大事なので
はないかと思います。そして障がい者スポーツ
に関心を持ってもらい、障がいとは何だろうと
いうことも理解するのではないかと、私は思っ
ています。
　パラリンピックの原点はやはり戦争です。戦
争で傷ついた人たちのリハビリテーションにス
ポーツが取り入れられたということが始まりで
す。1944年、イギリスのストーク・マンデヴィ
ルという病院があります。ロンドンから1時間く
らいの郊外にあります。私も何度か訪れたこと
があります。イギリスは第2次世界大戦で多く
の戦傷者が出るだろうと予見していました。そ
してそのストーク・マンデヴィル病院に戦争で
傷ついた脊髄損傷の方たちを集め、その人たち
のリハビリテーションにスポーツを取り入れま
した。それが1944年頃からといわれています。
　そして1948年には、リハビリテーションの成
果を競う大会を、ストーク・マンデヴィル病院で
開催しました。それが第1回のストーク・マンデ
ヴィル大会です。その創始者はDr.Guttmannと
言います。彼は「失った機能を数えるな、残った
機能を最大限に生かせ」という言葉で障がいの
ある人たちを励ましました。私も機能をものに
代えて「失ったものを数えるな、残ったものを最
大限に生かせ」と、子どもたちによく使います。
「片足がなくなって生えてくるわけはない。片腕
がなくなったらないままだ。目が見えなくなって
視覚障がい者になったら一生目は見えない。で
も残っている手足がある、口がある、耳がある。
その残された能力で何ができるかということを
考えよう」と言って障がいのある人たちを励ま
して、リハビリテーションにスポーツを取り入れ
ました。
　1948年、どこでオリンピックがあったでしょ
うか。ロンドンです。そのロンドンオリンピッ
クの開会式に合わせて、ストーク・マンデヴィ
ル病院でDr.Guttmannが障がい者のスポーツ、
リハビリテーションの成果を競う大会をしまし
た。Dr.Guttmannはもうその当時からオリンピッ
クを意識していました。そして1952年にオラン
ダチームがその大会に加わり、国際大会に発展
しました。国際ストーク・マンデヴィル大会とし
て開催されました。そして、その8年後、1960
年にローマでオリンピックが開催されたときに、
その国際ストーク・マンデヴィルの第9回大会
をローマでやりました。それが後ほど、第1回の
パラリンピックにカウントされているわけです。
ですから1964年に東京でやった第13回の国際
ストーク・マンデヴィル大会は第2回パラリン
ピックとしてカウントされています。そしてこの
2020年にまたオリンピック、パラリンピックが
東京に来るということです。
　そのような話をしながら、もう少し障がいとは
何かというお話をしていこうと思います。私は
いつも授業中ウロウロしながらしゃべるタイプ
で、嫌がられるタイプかもしれませんが、つい肩
をたたく癖があります。肩をたたいたら居眠りを
していたとご理解ください。皆さんに感想も含
めて聞きますから、しっかり見てほしいと思いま
す。せっかく講義を受けに来ているのだから最
後までしっかり見て聞いてください。
　今から映す映像についてお話しします。ある
家族に障がいのある子どもが生まれました。お
父さん、お母さんは最初悩みました。どうして私
の家に限って障がい者が生まれたのか、大層悩
みました。しかし自分で産んだ子どもである以
上、頑張って育てようと一生懸命に育てるので
す。ご両親は成長の記録をスナップ写真におさ
めました。その写真を通してできたコマーシャ
ルです。このコマーシャルがテレビ流れた瞬間、
テレビ局に「1分のコマーシャルで涙が出たのは
初めてだ」というくらい投書が来ました。少し古
い映像ですけれど見てください。
(映像) （たった一つのたからもの　明治生命
企業ＣＦ）
高橋　この映像を思い出している人もいました
ね。Ａ君の映像です。Ａ君はダウン症で生まれ
ました。ダウン症という障がいはご存じですよ
ね。染色体が一つ異常を起こすことによってよ
く似た顔の表情や知的障がいを伴いやすいの
です。当然皆さん方の兄弟にダウン症のお姉ち
ゃん、弟がいる、親戚の息子さんにダウン症の
人がいるという人もいらっしゃるかもしれませ
ん。今ダウン症は1000人に対して1人、2人、
2000人に対して1人、2人生まれるといわれて
います。高齢出産の方が生まれる確率は高いそ
うです。今この15年で日本ではダウン症の子ど
もが倍に増えていると聞きました。それはどうし
てかというと女性の結婚年齢が少し高くなって
きていることと、初産の年齢が高くなってきて
いることも一つの原因だといわれています。
　その子どもが生まれると、「なぜ私の家に限っ
て」とお父さん、お母さんは悩まれます。しかし
自分で産んだ子どもである以上、頑張って育て
る、一生懸命育てられました。ところがダウン症
には合併症という課題があって、内蔵系統が弱
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かったり、心臓が悪かったりします。Ａ君は心臓
の弁に問題がありました。それがもとで6歳で亡
くなりました。皆さんは18、19、20歳、21、22
歳、何不自由なく生きている学生さんが多いで
しょう。ですがこの世の中では生きたくとも生き
られない子どもがいるというのも事実です。私
の授業は選択授業です。その私の授業を選択し
た学生に対して、授業の最初、4月の初めの授業
で必ず見せて言います。「君たちは体育の教師
になりたい、トレーナーになりたい、インストラ
クターになりたいなど、さまざまな夢を持ってこ
の大学に入学したよね。でもこの世の中には生
きたくとも生きられない子どももいます」と、命
の大切さ、さらには障がいとは何かということを
コミュニケーションしながら授業をします。Ａ君
は生きたかったと思います。
　ご存じですか。3月21日は世界ダウン症の日
です。これは国連が定めています。なぜ3月21
日を選んだかというと、21番目の染色体が対で
はなく三つあるということによってダウン症は
起こります。ですから3月21日は世界ダウン症
の日です。ダウン症の人をこのような記念日を
設けてもっと理解しようということです。そうい
うことも含めて、このような障がいのある人を
起用したコマーシャルを通して、障がいを理解
することも大切かもしれません。
　ついでにもう一つ映像を見てほしいのです
が、これは携帯電話のコマーシャルです。これ
も古い映像で恐縮ですけれども、携帯電話やス
マ トーフォンはネットができます。車いすおでか
けネットというネットにアクセスすると、車いす
でも出掛けられるようなバリアフリーの施設を
紹介するネットがあります。そのネットを紹介し
たいために作られた映像です。見てください。
映像　車椅子バスケットボール編（株）ＮＴＴド
コモ関西企業ＣＦ　2002年4月
高橋　こういう1分のコマーシャルです。たま
たま私がシドニーパラリンピックのときに全日
本の車いすバスケットボールの監督をしていま
した。そのときに携帯電話会社から、「高橋さん
が監督をされているのだったら車いすの方を通
して、コマーシャルを作るのに協力してくれませ
んか」と言われました。私が協力して作られたコ
マーシャルですが、作るにあたって偉そうに携
帯電話会社に三つ条件を出しました。
　このコマーシャルは半年間だけ流れたコマー
シャルですが、夜7時からのゴールデンタイム
にも流れていました。一番コマーシャルの高い
ときです。つまりこの時間帯は皆が見ている時
間帯です。とくに私は小学生や中学生の子ども
が見ていると思いました。一家だんらんの食事
時にテレビをつけている家もあるでしょう。お父
さんやお母さんから、この時間帯だけはテレビ
を見てもいいと言われている時間帯かもしれま
せん。ともかく子どもが見ている時間帯なので、
その子どもたちにインパクトがあるように作ろ
うと思って、一つ目の条件として電話会社に「同
じ車いすの人を使うのなら、今、私が指導してい
る全日本女子を使わせてください」と言いまし
た。今、映っていたのは全日本女子のメンバー
です。シドニー、アテネ、北京と世界と戦ってき
ました。ロンドンはアジア予選で負けてしまい
ました。今回のリオネジャネイロも日本の女子
は予選で負けてしまいましたけれど、シドニー、
アテネ、北京と戦ってきました。「彼女たちを使
わせて、そして、彼女たちが車いすバスケットボ
ールを笑顔でやっているシーンを映してくださ
い」と言いました。映っていましたね。一家だ
んらんの食事時に、ドラマの間にこのコマーシ
ャルが流れる。子ども心に「お母ちゃん、車いす
の人が映っている。」「車いすやけどバスケット
ボールしてるで」「あのお姉ちゃんは片足がない
わ。あのお姉ちゃんは両足がないわ。」「でも笑
顔でバスケットボールをしている」というのを映
してやろうと思いました。車いす生活者になっ
ても車いすでバスケットボールができる、そし
て笑顔が出るというのを映してやろうと思いま
した。それを一つ目の条件にしました。
　先ほど私のプロフィー ルを紹介していただい
たときに出てきましたが、大阪には大阪市長居
障がい者スポーツセンターと、大阪市舞洲障が
い者スポーツセンターという二つの大きなスポ
ーツセンターがあります。ボーリング場があっ
たり、25メ トールの室内プールがあったり、卓
球場があったり、バスケットボールができる体
育館があったり、50メ トールのアーチェリーの
レンジがあったり、柔道場があったり、小さな屋
外プールがあったり、さまざまなスポーツ設備
を整えた、障がい者専用のスポーツセンターが
大阪市で二つあります。そのうちの長居は1974
年に設立されました。皆さんのお顔を見たら、当
然誰も生まれていないでしょう。私がちょうど、
先ほど紹介していただいた大阪体育大学を卒
業する年でした。少々話がそれて恐縮ですけれ
ども、小・中学生たちに講演会をした時に、子ど
もたちから「高橋さんはどうしてこのような仕事
をするようになりましたか？」と質問されること
があります。その時答えるのですが、私は高校
の体育の教師を目指していました。どうしてか
といいますと、小学校5年生、6年生のときの担
任の先生が元プロ野球選手だったのです。今の
ソフトバンクです。一つ前のダイエーホークス、
もう一つ前に南海ホークスというチームがあり
ました。南海ホークスは、大阪の難波、高島屋の
裏の大阪球場を本拠地にしていたチームです。
そこの外野手でした。その選手が30数歳で野
球をリタイアして、小学校の教員の免許を持っ
ていて私の小学校に赴任してこられました。
　これも自慢するわけではありませんがと言い
つつ自慢しますけれど、私は小学校6年間体育
だけはクラスでトップでした。5段階評価で体
育だけはずっと5でした。非常にやんちゃでよく
けんかもしました。お母さん、お父さんが職員室
に呼ばれているのを横目で見ながら帰ったこと
も覚えています。ただ、運動会シーズンになった
ら、私から「見に来て」と自分からお母さん、お父
さんを呼びました。それくらいスポーツが好きで
した。そのようなやんちゃな子ども時代を過ご
しました。ですからその元野球の選手と言う先
生にあこがれ、小学校6年生のときに『20年後
の私』という作文を書くときに迷いもせず、体育
の教師になりたいと書きました。そして、中学3
年間、高校3年間、大学4年間の計10年間、そ
の夢は変わりませんでした。
　それがたまたま大学4年生のときにゼミの先
生から「高橋、学校の体育の教師もいいけれど、
今、日本で最初の仕事があるけれどやってみな
いか」と言われたのが、大阪市長居障がい者ス
ポーツセンターの指導員の仕事でした。私には
10年間抱き続けた夢がありましたから、そんな
言葉は右から左へ抜けていたのですが、「日本
で最初」という言葉だけは引っ掛かっていまし
た。すけべ心を出して面接にだけ行きました。
面接官に「ここに集まってくれた学生諸君、誰も
まだやっていない世界、レールの引かれていな
い世界です。白いキャンパスに皆で絵を描きま
せんか」と言われて、グラグラと来て、この仕事
をするようになりました。長居障がい者スポー
ツセンターの指導員として1974年に勤めまし
た。そして先ほども言っていただいたように38
年間勤めあげ、60歳で定年退職して、今このよ
うな大学講師や講演活動の職業に就いていま
す。自分で言うのもおこがましいですが、もっ
と障がいのある人にスポーツのできる環境を広
めたいという熱い思いでこういう仕事をしてい
ます。ぜひ障がいのある人たちの前向きな姿を
見ていただけたら本当にうれしく思います。
　話を戻します。舞洲障がい者スポーツセンタ
ーは今から18年前に大阪市の此花区に二つ目
ができました。なぜ二つ目ができたかといいま
すと、1997年、平成9年に大阪で国民体育大
会、国体があったのです。その後、必ず障がい
者の国体と言われている大会をやっているのを
ご存じですか。全国障がい者スポーツ大会で
す。ですから大阪で18年前に国体があり、その
後、開催する全国障がい者スポーツ大会に合わ
せて二つ目の舞洲障がい者スポーツセンター
ができました。ただ、今映したこの映像は12年
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前の映像です。まだ舞洲が6年くらいの歴史し
かなかったので、あまり知られていませんでし
た。この際自分が勤めている職場を宣伝してや
ろうと思って、電話会社に二つ目の条件として
「舞洲障がい者スポーツセンターの体育館を撮
影現場に無料で貸すので、全景を映して舞洲障
がい者スポーツセンターとテロップを入れてく
ださい」と言いました。今入っていましたね。普
通なら何千万円と掛かる時間帯ですけれども、
5000円の使用料を無料にすることによってで
きるのです。そういうことを二つ目の条件にしま
した。
　そして三つ目です。今全日本のメンバーと
一緒に女優さんが車いすに乗って映っていま
した。その女優さんがスッと立ち上がってくれ
て、彼女の口から「言うてや」と言った言葉があ
ります。ほとんどの学生は聞き漏らしたと思い
ますが。彼女はなんと言ってくれたと思います
か。『私たちが座ることによって同じスポーツを
楽しめる。私たちが座ることによって同じスポ
ーツを楽しめるという言葉を必ず言ってくださ
い』と言いました。彼女が全日本のメンバーと
一緒にバスケットボールをしている中で、スッと
車いすから立ち上がって「私たちが座ることに
よって同じスポーツを楽しめる」という言葉を言
ってくれました。これが今の車いすバスケット
ボール競技のとらえ方です。以前は障がい者の
ためのバスケットボールでした。車いすの人の
バスケットボールでした。それが今は、私たちが
座れば同じスポーツを楽しめるということが通
じる時代になってきたのです。当然以前は障が
いのある側も、「どうして自分たちの大切な足代
わりの車いすを必要としない健常者に道具とし
て使われないとならないのかという壁もありま
した。また障がいのない側も、どうしてわざわざ
車いすに乗らなければならないのかという壁も
ありました。しかし今は「私たちが座れば同じス
ポーツを楽しめる」というのが通じる時代にな
りました。今、全国車いすバスケットボール大
学選手権があるのを知っていますか。インカレ
があるんですよ。もう14回やっています。全国
車いすバスケットボール大学選手権大会があ
ります。一番最初にチームを作ったのは関西の
関西学院大学です。REALというチームを作り
ました。今『REAL』という車いすバスケットボー
ルのマンガがありますけれど、その名前を使っ
て関学がREALというチームを作りました。そう
いう大会をやっています。ですから今は障がい
者のためのスポーツではなく、障がい者の人も
一緒に楽しめるスポーツとして発展してきてい
ます。私たちが座れば同じスポーツを楽しめる
と、分かりますよね。彼らは片足がなかったり、
両足がなかったり、自分の足が動かなかったり
と、自分の足でバスケットボールをしようと思っ
てもできないのです。でも、今、私の話を聞いて
くださっている皆さん全員が車いす姿と言った
ように、皆さんは車いすに座ることもできます。
自分の足でバスケットボールもできます。それ
なら自分たちが座れば一緒に楽しめるというこ
とが通じる時代になってきたのが、今の障がい
者スポーツのとらえ方ではないかと私は思いま
す。
　スポーツ本来がそうでしょう。体格、体力、年
齢、性別、技術等によって用具やルールを工夫
してやっています。中学と高校ではバレーボー
ルのネットの高さが違うというのを覚えていま
すね。中学は中学の体格・体力に合わせてネッ
トの高さを決めました。高校は高校の体格・体
力に合わせてネットの高さを決めています。背
の高さが違うというのは一つの不便さです。そ
の不便さをネットの高さを変えたりして工夫し
て同じバレーボールをしてきたのです。同じよ
うに障がい者のスポーツも障がいという一つ
の不便さを少し工夫することによって、同じス
ポーツができるというのがわれわれの考え方で
す。障がい者スポーツという特別なスポーツは
ありません。障がいに合わせて用具やルールを
工夫したら、同じスポーツができるのです。ご存
じのように柔道は体重別があります。またゴル
フをする人はハンディキャップがあります。下
手な人には多く、上手な人にはハンディキャッ
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プが少なくして、一緒に楽しく回ろうというルー
ルです。そのように体格、体力、年齢、性別、技
術等によって用具やルールを工夫している、そ
れがスポーツです。ですから障がい者のスポー
ツも一緒です。障がいに合わせて用具やルー
ルを工夫したら同じスポーツができるというと
らえ方の中で、先ほど言ったように二つのソウ
ゾウ力というものが大事ではないかと思うので
す。
　二つの想像力・創造力です。一つ質問をしま
す。こういう質問はよくいろいろな先生がやっ
ているので、もう答えを知っているかもしれませ
んが、ある男が10階建てのマンションの10階
に住んでいます。出掛けるときは自分の部屋の
前の10階のエレベーターから1階まで降りるの
ですが、帰ってきたときは1階からエレベーター
に乗って必ず6階で降りるのです。残りの4階
は階段を上がって帰るのです。なぜだと思いま
すか。これはうちの学校では、男子学生は体力
づくりのために6階で降りて、4階は階段を上が
って帰ると答えます。女子学生はダイエットの
ために残り4階を階段で毎日上がるのだと答え
ます。面白かったのは、6階に彼女がいるので
寄って帰るのだという答えでした。そういうこと
も答えで出してくれる人もいました。きょう求め
ている答えはどれだと思いますか。答えは、ある
男は小学校1年生だったんです。だから7、8、9
階のボタンが届かなかったのでやむを得ず6階
で降りざるを得なかったのです。しかしここで
大事なのは、ある男と言われてわれわれはつい
大人を想像してしまう自分がいます。また、自分
を当てはめている自分がいるのです。けれども
やはりこの世の中には、子どもから高齢者まで、
背の低い人から背の高い人まで、障がいのある
人、ない人、さまざまな人たちが住んでいる世の
中です。柔軟な頭を持つということはとても大
事なことです。それが想像力です。
　私は指導者に言います。「この人は背が低い
からできないのではないか」ではなく、「背は低
いけれど、こういう工夫をすればこういうことが
できるのではないか」ということが大事だと思
います。
　とにかくある男は小学校1年生だったという
ことです。だからエレベーターは、横にボタンを
付けたほうが便利です。皆が押しやすいように、
横にボタンが付いています。そして今8階です、
今9階ですという音声が入ります。もし自分が
目が不自由だったら、今エレベーターが何階を
通過しているか分かりません。8階ですという
音声が出ることによって、8階、自分の部屋だと
分かるのです。そういう部分を含めて想像力を
高めるということが大事です。
　今私はこの携帯電話を手に持っています。こ
の携帯電話ができたおかげで生活が便利にな
った障がい者はどんな障がいかご存知でしょう
か。耳の不自由な人です。電話はできないけれ
どメールができるからです。今まで耳の不自由
な人というのは、例えば富川先生と私がしゃべ
ろうと思って、お互い耳が不自由な者同士だっ
たとしたら、会わなければコミュニケーションが
取れませんでした。手話でしゃべる、唇を読む
口話をする、お互いに書き合う筆談をするとい
うことをしないとコミュニケーションが取れま
せんでした。それが携帯電話ができた時代から、
お互いの家にいながらにしてコミュニケーショ
ンが取れるようになりました。会う必要がなく
なりました。とても便利になりました。目の不自
由な人も先ほど言ったように、音声で反応した
りメールまで読み上げてくれるから大変便利で
す。車いすの人もそうです。車いすを折りたた
んで車に積んで、手だけで運転できる車がある
のを知っていますよね。出掛けて渋滞に巻き込
まれたとき、今までだったら車いすを下ろして
車いすに乗り移って、遅れると電話をしなけれ
ばなりませんでした。ですが今や車さえ停めれ
ば車の中から電話ができます。非常に便利な時
代です。車いすの人、目の不自由な人、耳の不自
由な人にとっては、携帯電話はとても便利です。
　ですが皆さんが地下鉄に乗ったり、JRに乗っ
たりしたときに車掌さんはどう言っていますか。
「優先座席付近では携帯電話の電源をお切りく
ださい」と言っています。けれど誰一人切って
いないでしょう。飛行機に乗ったらどうでしょ
う。キャビンアテンダントさんが「この機体に
悪影響がありますので電子機器類、携帯電話の
電源をお切りください」と言ったら、ほとんどの
人は電源を切っています。自分の命に関わるこ
とだったらすぐに行動を起こせるのです。しか
し「優先座席付近では携帯電話の電源をお切り
ください」と言っているのに、誰も切っていませ
ん。ペースメイカーを使っている人にとっては、
横でメールや電話をされたら不愉快でしょう。
自分の立場に置き換えてみてください。
　私は学生に「障がいのある人を見かけたら声
を掛ける勇気を持とう」とよく言います。「声を
掛ける勇気を持て。どうして目の不自由な人が
電車に乗ったら出入り口付近に立っているか
分かるか」とも言います。ガラガラの車両でも
空いている席が見えないでしょう。皆さんなら
座りに行くでしょう。けれども見えなかったらど
うでしょう。「ここの席が空いていますよ、と声
を掛ける勇気を持とう」と言います。でも、「座
ったら出入り口がわからなくなるから」と言って
断られるケースもありますよと付け加えます。
　この前、学生が、「高橋先生、障がい者に声を
掛けました」と私に言ってきました。「どこで声
を掛けたんだ」と聞いたら、風呂屋、銭湯で声を
掛けたと言うわけです。「風呂屋で障がい者の
人に声を掛けたのか。なんと声を掛けたのか」
と聞いてみました。その学生が洗い場で身体を
洗っていたら、横に右腕の肩関節からない、片
腕のおじさんが横に座って体を洗っていたそう
です。洗いにくそうにしているから声を掛けた
のだと学生は言っていました。本当に声を掛け
たのかと尋ねると、「声を掛けました」ときっぱ
りと言いました。さらになんと声を掛けたのかと
聞くと、「背中を洗いましょうか」と声を掛けたと
言うのです。それで洗ってあげたのかと問うと、
「洗いました」と答えが返ってきました。その学
生は片腕のおじさんの背中を洗ってあげたそう
です。その洗ったことによって片腕のおじさん
と学生が一遍に親しくなって、湯船につかって
いるときに世間話になったそうです。「にいちゃ
んどこの大学だ。いい身体をしているな。何か
クラブ活動をしているの」というような世間話
になったそうです。その後、おじさんが先に湯船
から出られたそうです。そのときにおじさんが学
生にお礼を言ってくれたそうです。「にいちゃん、
今日は、背中を洗ってくれてありがとう。うれし
かった」と言ってくれたそうです。そして、その
後、おじさんは一言付け加えました。「にいちゃ
ん、今日は背中を洗ってくれてありがとう。うれ
しかった。でも本当はもう少し洗ってほしい所
があったんだ」と言われたらしいです。どこだと
思いますか。学生たちはいろんなことを言いま
すが、答えは右腕がないから左腕が洗いにくい
のです。私は学生に言いました。「おまえ良かっ
たな。声を掛けたからこそ、右腕のないおじさん
の不便さが分かったんだから」と。
　ジャイアンツの長島名誉監督は左脳の血管
が詰まりました。脳梗塞です。右手右足まひで
す。右脳の血管が切れたり詰まったりしたら左
手左足がまひします。そして言語中枢は左側に
多いから、今、長島さんは言葉も少し不自由で
す。大阪ではエスカレーターの左側はお急ぎの
人のために開けてあげてくださいという暗黙の
了解があります。東京に来たら右側をお急ぎの
人のために開けてあげてくださいという暗黙の
了解があります。長島さんが大阪に来たら、右
手右足がまひしているから左側しか乗りにくい
のです。大阪に来たら左側をお急ぎの人のため
に空けといたら、長嶋さんは、乗ったら駄目なの
かとなりますね。エスカレーターは何のために
あるのかとなります。そのようなことも含めて皆
さんが障がいへの理解を深めていただけたらと
思います。本当に1人ずつ違います。
　今日の冒頭で言ったように、今この講演を聞
いてくださっている全員が、今車いす姿ですが、
いすの高さは全員一緒ですから、座高の高さに
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よって手を挙げたら手の届く位置はそれぞれ違
います。同じ車いすでも1人ずつ不便さは違い
ます。目の不自由な人でもそうです。生まれな
がらに目の不自由な人と、中途で目が不自由に
なった人とでは当然違います。今日はパラリン
ピアンズ協会会長の河合さんが来てくれてい
ますが、河合さんは弱視でしたが、中学3年生の
ときに全盲になりました。ですからそれまで少し
見えていたものを思い出すことができます。人
が思い出すことのできる年齢は3歳から5歳以
後だと言われています。そのことを視覚表象と
言います。ですから当然、生まれながらに全盲
の人と中途で全盲になった人では不便さが違
うと言うことが理解できますよね。もし、私と富
川先生が全盲どおしで友達になって、私は、生
まれながらに目が不自由で全盲だとします。富
川先生は30歳で目が不自由になり全盲になっ
たとします。2人がスイミングに水泳を習いに行
ったとしましょう。そこの指導員に「富川さん、高
橋さん、きょうはクロールをしますよ。」と言われ
たとします。富川さんは30年間、見えていたの
でクロールがどういう泳ぎ方かはすぐ分かりま
す。けれども私は生まれながらに目が不自由な
ので、クロールの形から教えないといけません。
指導法が異なります。当然手引きの仕方も変わ
るでしょう。専修大学の構内に桜が満開になっ
ていると言うと、皆さんは見ているから専修大
学の周りに桜が満開になっているのだと分かり
ます。しかし生まれながらに目の不自由な人に
対しては、当然説明も変わってきます。そのよう
に、いつ頃目が不自由になったかによっても不
便さが違います。
　聴覚でもそうです。生まれながらに耳の不自
由な人と、3歳くらいで高熱を出して耳が不自由
になった人とでは言葉の鮮明さが違います。き
ょう皆さんが事故で耳が不自由になったとして
も、耳栓をしてもしゃべれるでしょう。いつ頃、
障がいを負ったかによっても当然指導法なども
変わってくるということです。
　私は、車いすのバスケットボールのコーチ
や監督をしていましたので、車いすのメンバー
と練習の後とかに一杯飲むことがよくありまし
た。そんなとき「何で怪我したの」と車椅子生
活者になった理由が話題になることがありま
す。「高橋さん、僕は昔15歳のときに無免許で
250ccのバイクを乗り回していて、カーブを曲
がり損ねてガ ドーレールにぶつかって一生車い
すになりました」ということや、「高橋さん、僕は
昔、大工していて、3階建ての家の瓦をふきかえ
ているときに、急に雨が降ってきたので少し休
憩しようと思って屋根から降りかけたときに、ぬ
れた瓦で足を滑らせて3階から転落して一生車
いすなのです」と、そのような話になります。だ
んだんとお酒も進んで話もエスカレ トーしてき
たら、「おまえ医者から一生車いすだと言われた
ときどうだった」と言うような話題になることも
ありました。その時は、10人の選手がいたら10
人ともが「一生、足が動かないのならいっそ死ん
でしまおうと思った」と言います。
　実は私も知人を2人亡くしているのです。今
日は言わずにおこうと思ったのですが、2人亡く
しています。1人は交通事故で一生車いす生活
になりました。最初は「高橋さん、命だけは助か
りました」と言っていたのですが、でも一生足が
動かないと言われたときに滋賀県の琵琶湖に
車いすごと投身自殺をしました。もう一人は転
落事故で車いすに乗ることになりましたが、そ
の人も最初は命だけは助かったと言っていまし
た。しかし一生車いすだと言われたときに、自宅
の7階のマンションのベランダから飛び降りて
死にました。悲しいことに2人の知人を亡くして
います。
　もう一人の話をすると、彼は会社の爆発事故
で吹き飛ばされました。吹き飛ばされた拍子に
頭を強く打って1週間意識不明でした。彼の意
識が戻ったときに、彼は、下半身がないと思った
そうです。彼は吹っ飛ばされた時に胸髄の12番
を損傷していたのです。ちょうどおへそ辺りか
ら下が麻痺します。でも、いつかは足の指先ま
で動くだろうと思っていました。しかし、今日の
冒頭で言ったように脊髄を完全損傷すると今
の医学では再生不可能です。一生車いすです。
彼はそれを知ったときに、病室を抜けて病院の
屋上まで行きました。屋上には転落防止用の金
網のフェンスが張ってあったのですが、そのフ
ェンスを車いすから降りて金網を登って死のう
と思ったのですが、へそから下がブラブラなの
で手だけで何度もがいてもフェンスを越えられ
なかったそうです。足が利いたら簡単にオーバ
ーフェンスできたのに、足がブラブラだからで
きなかったのです。それで取りあえず車いすに
乗り移って、しょんぼりとしたまま病室に戻ろう
とエレベーターに乗りました。彼には、当時小学
校2年の息子さんと奥さんがいたのですが、そ
の小学校2年の息子さんが自殺を思いとどまっ
てエレベーターからしょんぼりと出てくるお父
さんをいち早く見つけて、「お父さん」と言って
車いすに馬乗りになり、お父さんの胸に抱きつ
いて泣いたそうです。Ｎさんと言うのですが、Ｎ
さんは、息子さんの涙を見て、心の窓が開いた
と言います。車いす生活者になって死のうと思
ったけれど、泣いてくれる息子がいる、探してく
れる嫁さんがいるということを知って、そこから
リハビリテーションに励み、一生懸命トレーニ
ングして、障がい者の国体、全国障がい者スポ
ーツ大会に出場し、そこからまた推薦されてパ
ラリンピックに出ました。今はない競技ですけ
れども、スラロームという競技で彼は銅メダル
を取りました。そして彼も皆さんのような人たち
に講演会をしています。そのとき必ず彼は言い
ます。例えば子どもたちには「私の車いすも皆
さんの眼鏡も一緒です」と言ってあげます。「み
んなは遠くの字が読めないから眼鏡を掛けたり
コンタクトをするでしょう。私は歩けないから車
いすに乗るのです。不便さを補う補助具と考え
たら、眼鏡と車いすは一緒です」と言ってあげる
のです。
　今日はパラリンピアンズ協会会長の河合純
一さんも来られていますけれども、河合さんは
「逆転の発想が大事」とよく言われます。今日は
まだ昼間です。もしこれが夜で、専修大学中心
に地震が起きて停電になったらどうしますか。
皆さんは真っ暗な中を逃げまどうでしょう。椅
子や机にぶつかったり、段差につまずいたり。
でも、河合さんは「暗いのはあたりまえで、僕は
白杖があったら逃げられます」と言います。そ
の時は、皆さんが真っ暗の中でハンディを背負
いますが、河合さんは白状さえあれば有利にな
ると言う逆転の発想というのは、私はとても大
事な考え方だと思います。この子は背が低いか
らこれはできないだろうではなく、背の高い人
に比べたら不便なことがあるかもしれないけれ
ど、低い所を通ろうと思えば背が低いほうが有
利な場合もあるでしょう。身体的な特徴・特性・
個性によって皆さん不便さは違いますが、その
特徴・特性・個性を活かすと言うことが大切で
す。
　今、アメリカのニューヨークに４年前のロン
ドンパラリンピックアメリカ選手団の団長を務
めた彼女がいます。彼女の職業はトップモデル
です。でも、両足がありません。パリとニューヨ
ークを行き来して、一般のモデルさんと競争し
ています。彼女は言います。「毎日、私は義足で
背丈を変えられます。きょうは170センチの身
長に、明日は180センチの身長にできます。足を
長く見せることもできます」と言っています。そ
して、そのことを友達が羨ましがると言います。
そういう発想も大事です。
　そういうことを含めて、二つのソウゾウ力（想
像力・創造力）や逆転の発想、失ったものを数
えるな、残ったものを最大限に活かせ、そして何
ができないかではなく、何ができるかです。その
中から障がいとは何かを考えます。
私は障がいを持つ人という言い方はしません。
誰も持ちたくて持っている人はいません。当た
り前ですが誰しも、片足をなくしたくない、目が
見えなくなりたくない、片腕をなくしたくないと
思っています。けれども皆さんも成長過程の中
でいろいろな不便さがあったと思います。人と
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比較した不便さもあるでしょう。ですから私は
障がいのある人という言い方をします。
　最後にこの映像を見て終わろうと思います。
これはある中学校で実際にあった物語です。運
動会で大縄跳びをすることになりました。何分
間で何回跳んだかを競います。引っ掛かっても
時間内ならもう一度繰り返しができます。けれ
どもあるクラスに運動能力の低い生徒が1人い
ました。そのクラスでは、その子を声掛け役、回
数の数え役にしていました。運動会の前日にな
って、ある1人の生徒が「先生、運動会は皆で
楽しむものでしょう。その子だけを声掛け役、
数え役に回さずに皆で跳ぼう」と言い出しまし
た。そのクラスは運動会の前日に討議になりま
した。その子を前半だけ入れて後半は声掛け役
にしよう。いやいや中学3年生の最後の運動会
で勝ちたいから、その子を今までどおり声掛け
役、数え役にしておこう。負けても良いから皆
で跳ぼうという意見など、さまざまな意見が出
ました。最終的には皆で跳んだということです
が、静岡県のある中学校で実際にあった物語で
す。ある新聞に投稿があって、この映像ができ
ました。ぜひ最後のまとめとして見てください。
ある中学校で実際にあった物語です。
映像制作　みんなで跳んだ（財）共用品推進機
構、花王（株）情報センター　2000年1月
高橋　皆、足元を見てごらんということです。
五体満足に満足している自分がいます。でもこ
の社会には様々な特徴、特性、個性を持った人
たちがいます。一人一人の違いを認めあい、特
徴を生かすことは大切なことだと思います。パ
ラリンピックの創始者のDr,Guttmannが「失っ
た機能を数えるな、残った機能を最大限に生か
せ」と障がいのある人たちを励ました言葉を思
い出し、障がいに目を向けるのではなく、能力に
目を向けることが大切だと思います。障がいへ
の理解に今日の講話が役立てば嬉しく思いま
す。きょうは障がい者のスポーツ、パラリンピ
ックを通してというタイトルでお話をしました。
皆さんにお渡ししているこのテキストの中に、そ
の魅力と可能性はしっかりと書いてありますの
で、それを読んでいただければ幸いです。
　またこの後のシンポジウムのところでも少し
語ろうと思います。ちょうど時間になりました。
ご清聴ありがとうございました。
富川　高橋先生、本当にどうもありがとうござ
いました。もしよろしければ、フロアの学生た
ちからいくつか質疑をしてもよろしいでしょう
か。せっかくなので質問があれば発言してくだ
さい。いませんか。高橋先生は関西に住まわれ
ていますが、今週は7日から10日間くらい、東
京・関西・東京・関西・東京・関西と往復され
ていて、きょうはちょうど中日の東京へのご講演
でした。なかなか専修大学に来てくれることは
ないと思いますので、ぜひ質問のある人はこの
際なのでしておいたほうが良いと思います。
高橋　皆さん、オリンピックは障がい者も出ら
れると知っていますか。過去に車いすのアーチ
ェリーの選手や、先ほど見せた両足がないピス
トリウスもオリンピックに出ています。また弱視
の陸上競技の選手も出ています。片腕のない卓
球選手がロンドン五輪では愛ちゃんと戦いまし
た。オリンピックは障がいのある方も出られま
す。子どもから高齢者まで出られます。去年の
ソチでは中学生がスノーボ ドーでメダルを取っ
ていました。中学生の子どもです。そして法華
津さんのように70数歳の馬術選手も出ていま
す。高齢者です。65歳以上は高齢者です。で
すから子どもから高齢者まで、そして障がいの
ある人も出られるのがオリンピックです。です
からパラリンピックはムーブメントとは違いま
す。そこをしっかりと理解して、5年後のオリン
ピックもパラリンピックもしっかりと見ていた
だきたいと思います。
富川　どうでしょうか。
高橋　やりにくいですか。
富川　大丈夫です。迫力はありますが、温かい
人で怖くありませんので大丈夫だと思います。
高橋　この列の一番後ろの眼鏡を掛けている
人、感想でも言ってくれませんか。嫌な顔をしな
いでお願いします。一番後ろに座ったから、少
し感想だけでも言ってください。先生ではなく、
学生さんですね。
質問者１　はい。失ったものを数えるな、残っ
たものを生かせという言葉は、やはり僕たちに
も生かせる言葉だと思います。この講演でその
言葉が聞けたのはとても良かったと思います。
高橋　ありがとう。その横の人はどうですか。
急に当ててごめんなさい。
質問者２　感想でいいですか。僕はあまり障が
い者のことをよく見ていなかったというか、気に
してもいませんでしたが、同じ目線で考えること
ができるようになれるかもしれないと思ってい
ます。こういう経験を見ることができて、考え方
が変わるような講義ではあったと思います。
高橋　ありがとう。失礼ですが、きょう君が片
足を事故でなくしたら、特別な自分になるのか
というとそうではないでしょう。君の人格はず
っと一緒です。当然想像はつかないでしょうが、
そういうことも含めて考えてもらえたらと思い
ます。ありがとう。
質問者３　本当にいろいろと興味深いお話で
した。実は僕はスポーツというものが大嫌いで
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す。実際に僕が、先ほどの映像にあった縄跳び
で、クラスで跳べない子だったとしたら、絶対に
跳びたくないと言います。そういう人も世の中
には絶対にいるので、そういう人たちがオリン
ピック・パラリンピックを楽しもうと思ったら、
一体どういうところを注意して楽しめばいいと
思われますか。
高橋　スポーツが嫌いだけれど、今映像を見て
どう感じたか分かりませんが、そういう考えを持
ったわけです。それが大事だと思います。スポー
ツをしようではなく、この映像を見たり、私の話
を聞いたりして、こういう考え方もあるのかと、
こういう生き方をしている人もいるのかと、わず
かな工夫でできそうもなかったこともできるの
かと、そう理解してもらえたら、パラリンピック
を通して障がい者スポーツの魅力が分かると
思います。ですからスポーツをする必要はあり
ません。嫌いなら嫌いでいいと思います。いろ
いろな人がいます。障がい者の中にもスポーツ
が嫌いな人はたくさんいるでしょう。それは同
じ人間だから、いろいろな考え方があるのは当
然です。ですが、きょう私の話を聞いて、見てく
ださったことで疑問を持ち、こうして答えてくれ
たことが大事なのです。ですから無理にするこ
とはありません。しかしこうして少しでも考えて
くれたことが、障がい者のスポーツを通して、私
は大事なことだと思っています。可能性がある、
弱者ではないのです。もちろん弱者もいます。
けれども障がいがなくても弱者はいます。障が
いがあるからすなわち弱者ではなく、いろいろ
な工夫で可能性もあるということも含めて知っ
ていただけたら、きょう私がしゃべったことが有
意義に生かせるのではないかと私は思っていま
す。
富川　シンポジウムがあるので、前半第1部の
最後のご質問になります。よろしくお願いしま
す。
質問者４　僕は現在卒業論文で障がい者スポ
ーツに関する研究しています。その中でブライ
ンドサッカーに注目していて、実際にこの前ブ
ラインドサッカーをしてみて自分の無力さを知
ったというか、そういうところがありました。あ
らためて高橋さんは、なぜスポーツの中でも障
がい者スポーツに携わろうと思ったのかお聞き
したいです。
高橋　単純に答えたら、やはり障がいのある人
たちができたという喜びです。われわれなら1
週間2週間でできることが、1年2年かかること
もあります。ですが継続は力なりで、できたとき
の喜びは非常に大きいのです。それを私はスポ
ーツの力として感じました。だから大学を出て
すぐにこの世界に入りました。41年前のことで
す。障がい者のスポーツの指導法も何もなかっ
た時代です。われわれは手探りで成長し、また、
障がいのある人から教えてもらったことも数多
くあります。例えばこういうふうに介助してくだ
さいなど、障がいのある人から教えてもらいま
した。水泳を例にとると、25メ トールプールの
飛び込み台から25メ トール先の壁にタッチで
きたときの喜びはとても大きいのです。爆発的
なエネルギーと自信に繋がります。私も小学校
4年生で25メ トールを泳ぎきることができまし
た。それをいまだに覚えています。向こうの壁
にタッチできたときの喜びはよく覚えています。
指導者も障がいのある人も共に出来た喜びを
共有できる。それが指導者の喜びであり、生き
がいに繋がると思っています。このような喜び
を共有できることが41年間、この仕事に関われ
ている、また、この仕事を選択して良かったなと
思っています。
富川　高橋先生、大変貴重なお話をありがとう
ございました。もう一度大きな拍手をお願いし
ます。
高橋　どうもありがとう。
